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研究目的
確 算 デ デ確率計算モデルを用いた大量のデータを伴う大規模情報処理に耐えうる

頑健な予測・推論システムの設計理論基盤の確立

現実世界の大量のデ タ 大規模情報処理

確率的情報処理
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数学 統計科学 物理学 情報通信

etc

1 確率推論システム1. 確率推論システム

現実世界に存在する様々なデータを表現する確率計算モデルの設計のための
機械学習法機械学習法の確立と低コストの近似計算アルゴリズム低コストの近似計算アルゴリズムの開発

データ学習
近似計算アルゴリズム

（確率伝搬 ゴリズム）

予測・推論・認識
システム

データ

データ学習 （確率伝搬アルゴリズム） システム
アプリケーション

Bayesian Network
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Message Passing 
Algorithm



2. 画像処理アプリケーション

ベイズの定理ベイズの定理を用いた画像処理フィルタの開発

noisef g
確率的表現による柔軟な処理を実現

estimate

Original
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Degraded
Image (DATA)

     posterior noise prior| |P P Pf g g f f

伝統的な情報理論・統計学に基く

適切なモデルパラメータ推定手法

確率的画像処理

     posterior noise prior| |g g

3. 複雑ネットワーク上のコミュニティ抽出

フィルタ

世の中の様々な事象はネットワークで表現可能

コミュニティの抽出により
ネットワークの特性と知ることが出来る

例)twitterのフォロー関係
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